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時代と歩く。都市を守る。暮らしに寄り添う。

東京ビルメンテナンス協会。

あ
の
頃
の
ま
ま
美
し
い
。

そ
ん
な
東
京
を
支
え
て
い
ま
す
。
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Topics 2023 February

令和５年１月16日（月）、令和５年新年賀詞交
歓会（当協会主催、東京ビルメンテナンス政

治連盟協賛）が新宿のハイアットリージェンシー東
京にて行われた。
　新型コロナウイルスの感染症対策として、仕切り
板を入れた着席形式にて実施し、各社からの参加人
数にも制限を設けた結果、参加人数は会員、来賓等
の計193名となった。
　佐々木会長からは「コロナ禍は未だ収束しており
ませんが、会員の皆様と３年ぶりに酒杯を傾け、共
に新年をお祝いする機会を持ち得たことは、大きな
喜びです。昨年は、協会の創立60周年という節目
の年でした。感染拡大防止に配慮しつつ、60周年記
念式典及び優良従業員表彰式さらに同祝賀会をは
じめ、４年ぶりとなるビルメンテナンスフェア、労
働安全衛生大会など、大規模な行事を無事執り行う
ことができました。これもひとえに会員の皆様をは
じめ関係各位のご理解・ご協力の賜物であり、この

場をお借りして感謝申し上げます。さて、諸物価の
高騰、慢性的な人手不足、最低賃金の上昇など、ビ
ルメンテナンス業界を取り巻く状況には依然とし
て厳しいものがあります。一方、この間当業界で働
く従業員は、社会の存続に不可欠な「エッセンシャ
ルワーカー」として公に認知され、コロナ禍の下で
衛生的で安全な環境確保の重要性が改めて注目を
集めています。創立から61年目を迎え、再び新た
なスタート台に立った本年、私どもはビルメンテナ
ンス業界の社会的使命を果たしつつ、品質・サービ
スの向上に一層努める決意でございます。」と年頭
挨拶があった。
　その他、全国協会会長の一戸隆男氏や都議会自民
党ビルメンテナンス業振興政策研究会会長の宇田
川聡史氏などから来賓挨拶があった。
　新年賀詞交歓会の当日の様子は P20～21のフォ
トアルバムに掲載している。

佐々木会長 （公社）全国ビルメンテナンス協会
一戸隆男会長

都議会自民党ビルメンテナンス業
振興政策研究会　宇田川聡史会長

令和5年 新年賀詞交歓会を開催
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CLIP BOARD

内容 日程等

１ 立候補告示
令和５年 4 月４日 ( 火 )
(1) 東京協会役員　　① 理事　　② 監事
(2) 全国協会代議員

２ 立候補書類交付期間
（郵送可）

令和５年３月７日 ( 火 ) 午前９時から、令和５年４月３日 ( 月 ) 午後５時まで
※土・日・祭日を除く
手渡し、又は郵送。郵送希望の場合は下記担当までご連絡ください。
Email : soumu@tokyo-bm.or.jp 　担当：箱岩

３ 立候補受付

令和５年４月４日 ( 火 ) 午前９時から、令和５年４月 10 日 ( 月 ) 午後５時まで
※土・日を除く、各日午前９時から午後５時まで
下記の受付場所にご持参ください。( 代理の持参可 )
公益社団法人東京ビルメンテナンス協会　役員立候補者資格等審査委員会事務局
〒 116-0013　東京都荒川区西日暮里 5-12-5　ビルメンテナンス会館１Ｆ

4 立候補の資格及び
推薦書審査日 令和 5 年 4 月 11 日 ( 火 )

5 立候補者公報の送付日 令和 5 年 5 月 17 日 ( 水 ) ≪総会資料に同封いたします。≫

6 東京協会役員選任・
全国協会代議員選挙投票日 令和 5 年 6 月 2 日 ( 金 ) ≪第 13 回定時総会当日≫

内容 東京協会役員立候補 全国協会代議員選挙

１ 定　　数
① 理事２０名　　② 監事３名
※東京協会理事立候補者は、全国協会代議員にも
立候補することになっています。

２7 名
（全国協会役員等選任予定者及び補欠代議員含む※）

２ 立 候 補
資　　格

役員の任期が終了する定時総会開催日の前月末日 
( 令和５年５月末日 ) 時点で、入会後３年以上経過
した正会員の代表権を有する者１名

【代議員選挙に関する規程第 8 条】
選挙権を有する正会員から選ばれた者
※代議員選挙投票日の前月末日
　（令和５年５月末日）までに入会していること

３ 推　　薦

正会員 3 社以上の推薦書を添付
※正会員による推薦は役員候補１名に限る。
　�複数候補を重複推薦した場合には、当該推薦書

は無効とする。
※立候補者公報の掲載は 3 社とする。

不要

４ 提出書類

①�立候補届出書　②誓約書　③推薦書（正会員 3 社以上）
④立候補者公報原稿　
⑤�立候補日前１ヶ月以内の商業登記の登記簿謄本 

( 履歴事項全部証明書 )
※会社法第 332 条 2 項に基づき、役員の任期を伸長している場合は、「定
款」又は変更したことが記載された「株主総会議事録（全文）」を添付
　【該当者のみ】※社長以外の代表権を有する役員
　が立候補する場合
⑥�立候補承認届

⑴立候補届出書　
⑵誓約書
⑶立候補者公報原稿

【該当者のみ】
⑷�代議員立候補承認届
　( ※代表権のない者が立候補する場合 )

※東京協会役員に立候補する場合、⑴⑵⑶の
　重複提出は不要

令和5・6年度
東京協会役員選任及び全国協会代議員選挙の

日程等のお知らせ
公益社団法人東京ビルメンテナンス協会 役員立候補者資格等審査委員会 / 全国協会東京地区代議員選挙管理委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　竹田　良平

 令和５・６年度東京協会役員選任及び全国協会代議員選挙の日程等を下記のとおりお知らせいたします。

１　日程

２　立候補資格及び提出書類等

【お問合せ】( 公社）東京ビルメンテナンス協会　事務局　箱岩　℡ :03-3805-7555 　Email: soumu@tokyo-bm.or.jp
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2023 年 2 月号　Vol. 600

About Us
公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会

設立
　昭和37年（1962年）5月15日

公益社団法人移行
　平成23年（2011年）2月1日

会員数
　正会員511社╱賛助会員69社
 （令和5年1月31日現在）

旧前田家本邸 和館
 Cover Story　　  　　　　　　　　　テーマ ： 東京都の重要文化財

旧加賀藩主前田家の本邸であり、本郷から駒場へ
移転するにあたり、1930年外国賓客に日本文化を伝
える目的で建設された。終戦後は連合軍に接収され、
1967年に東京都立駒場公園として一帯が保存され
た。2013年に国の重要文化財の指定を受け、現在
では茶道・華道・俳句などの集いに利用されている。

600号発刊記念 
広報誌と協会のこれまでのあゆみ 6

特　集

Clip Board

令和5・6年度　
東京協会役員選任及び全国協会代議員選挙の日程等のお知らせ 4

令和5年 新年賀詞交歓会を開催 3

Special
新年賀詞交歓会フォトアルバム
読者投稿「東京都選定歴史的建造物を訪れて　六十一 清明亭」
読者投稿　『身の丈経営について考える』

20

22

24

理事会報告

２つの規程改正を承認 16

Series & Regular
■連載　社会の主な出来事	 26
■不定期連載　大江戸よもやま話　其の三	 27
■不定期連載　明日のための健康習慣 Vol.15	 28
■連載　なんでも相談コーナー	 30

■連載　おすすめ製品コーナー	 31
　2月・3月の講習会カレンダー	 32
　協会からのご案内済み一覧／編集後記	 34
　告知板	 35

Topics
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当
協
会
は
昭
和
37
年
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
9
年
後
、
社
団
法
人
と
な
っ
た
昭
和
46
年
に
『
会

報
誌
』
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
冊
子
は
Ｂ
５

版
8
ペ
ー
ジ
、
総
会
や
理
事
会
の
概
要
等
を
記
し
た

だ
け
の
簡
素
な
も
の
で
し
た
。

　

以
降
、
年
々
誌
面
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
平
成
5
年
12
月
に
は
体
裁
・
内
容
と
も
に
刷
新
し
、

『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
』
と
改
題
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
を
提
供
す
る
特
集
も
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
に
は
協
会
が
公
益
法
人
に
移
行
し
た

こ
と
を
機
に
、
会
員
向
け
だ
っ
た
会
報
誌
は
、
広
く
社
会
に
開
か
れ
た
「
広
報
誌
」
へ
と
衣

替
え
し
ま
し
た
。
現
在
、
誌
面
は
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
及
び
当
協
会
は
、
わ
が
国
経
済
の
成
長
と
軌
を
一
に
し

て
大
き
く
発
展
を
遂
げ
て
参
り
ま
し
た
。
建
築
物
に
お
け
る
環
境
衛
生
の
向
上
、
犯
罪
の
防

止
・
治
安
の
維
持
や
災
害
の
防
止
、
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
、
障
が
い
者
雇
用
の
促
進
な
ど
、
国
を
挙
げ
た
課
題
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
や
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
、
首
都
東
京
を
支
え
る
基
盤
産
業
に
成

長
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
道
程
を
情
報
と
い
う
側
面
か
ら
支
え
る

と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
き
た
の
が
広
報
誌
で
す
。

　

今
日
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
進
み
、
情
報
発
信
手
段
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を

は
じ
め
、
多
様
化
が
進
み
ま
し
た
が
、
情
報
を
正
確
に
提
供
す
る
手
段
と
し
て
の
広
報
誌
の

重
要
性
は
い
さ
さ
か
も
揺
ら
ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
広
報
誌
と
デ
ジ
タ
ル
技
術

と
の
相
乗
効
果
を
一
層
強
固
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
広
報
誌
の

発
行
を
通
じ
、
会
員
の
皆
様
に
的
確
に
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
業
界
及
び
協
会
の
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
一
層
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
発
刊
以
来
半
世
紀
余
り
に
わ
た
り
編
集
・
発
行
を
支
え
て
い
た

だ
い
た
諸
先
輩
及
び
関
係
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
誌
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
の
相
乗
効
果
を
一
層
強
固
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
会
長
　
　
佐
々
木
　
浩
二

ごあいさつ

　1971年6月に創刊された当協会の会報誌は、 2011年3月に協会の
公益法人化に伴い広報誌となり、今回で通巻600号を迎えた。
　本特集では、600号の節目に合わせて、創刊から51年が経過した本
広報誌のあゆみを、協会の軌跡とともに振り返る。

600号
発刊記念

広 報 誌 と 協 会 の こ れ ま で の あ ゆ み
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特　集

　

こ
の
度
、
当
協
会
広
報
誌
は
６
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
読

者
様
に
支
え
ら
れ
、
無
事
に
本
号
を
発
刊
で
き
ま
し
た
こ
と
は
感
謝
の
念
に
堪
え

ま
せ
ん
。

　

記
念
す
べ
き
第
１
号
は
昭
和
46
年
６
月
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
、
Ａ
４
判
化
、
カ
ラ
ー
化
、
そ
し
て
現
在
は
紙
媒
体
の
ほ
か
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版

を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
、
誌
面
制
作
は
時
代
と
と
も
に
大
き
く
変
化
し
て
き
ま

し
た
。
第
１
号
の
発
刊
か
ら
今
日
ま
で
、
編
集
制
作
に
は
多
く
の
役
員
・
委
員
の

皆
様
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
時
々
の
制
作
の
ご
苦
労
に
対
し
ま

し
て
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

広
報
誌
は
、
Ｈ
Ｐ
と
と
も
に
当
協
会
の
顔
で
あ
り
、
業
界
の
皆
様
と
当
協
会
を

繋
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。５
０
１
号
か
ら
６
０
０
号
は
、
２
０
１
３

年
11
月
か
ら
２
０
２
３
年
２
月
の
期
間
で
発
刊
さ
れ
ま
し
た
が
、
変
革
の
時
代
の

中
、ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、時
宜
に
即
し
た
内
容
の
掲
載
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

直
近
１
０
０
号
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ン
ス
業
の
現
場
で
は
清
掃

ロ
ボ
ッ
ト
が
普
及
し
、
警
備
や
設
備
管
理
の
分
野
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
監
視
業

務
の
ほ
か
、
ド
ロ
ー
ン
や
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
を
活
用
し
た
作
業
が
普
及
し
、
省
人

化
、
省
力
化
が
加
速
し
ま
し
た
。
ま
た
、
労
務
管
理
の
面
で
は
、
働
き
方
改
革
を

は
じ
め
と
す
る
労
働
法
規
の
改
正
や
外
国
人
労
働
者
の
採
用
の
広
が
り
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
内
容
を
い
ち
早
く
誌
面
掲
載
し
、
皆
様
に
お
届
け
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
迎
え
、
当
業
界
は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て

の
認
知
が
高
ま
っ
て
お
り
、
世
間
か
ら
の
期
待
が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
次
の

節
目
と
な
る
７
０
０
号
に
向
け
て
、
読
者
の
皆
様
か
ら
よ
り
一
層
愛
さ
れ
る
広
報

誌
と
し
て
当
協
会
と
と
も
に
歩
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
広
報
委
員
会
活
動
、
協
会
活
動
に
ご
協
力
を
賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

今
月
号
の
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
』
は
、
６
０
０
号
発
刊
記
念
特
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私

は
、
現
在
広
報
委
員
長
を
拝
命
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
ま
た
ま
６
０
０
号
と
い
う
区
切
り
の

記
念
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
過
去
に
投
稿
や
編

集
に
関
わ
っ
た
大
勢
の
皆
様
、
そ
し
て
読
者
の
皆
様
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
過
去
に
発
刊
さ
れ
た
会
報
・
広
報
誌
を
手
に
取
り
目
を
通
す
と
、
歴
史
と

伝
統
の
重
さ
を
身
に
染
み
て
感
じ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
単
な
る
会
報
・
広
報
誌
と
い
う
の
を

超
越
し
て
、
そ
の
時
そ
の
時
の
様
々
の
課
題
に
向
か
っ
て
、
先
輩
方
が
、
業
界
や
協
会
の
た

め
に
知
恵
を
出
し
合
い
勇
敢
に
立
ち
向
か
っ
て
、
今
日
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
市
場
規

模
の
拡
大
や
地
位
の
向
上
と
い
っ
た
繁
栄
の
礎
を
築
い
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
、
協
会
の
歴
史
書
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

す
。
「
広
報
誌
、
か
く
あ
る
べ
し
！
」
と
思
う
と
、
私
は
、
こ
の
先
の
広
報
誌
の
編
集
に
対

す
る
責
任
の
大
き
さ
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ま
だ
ま
だ
収
束
に
は
程
遠
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
で
す
が
、

一
昨
年
に
一
度
だ
け
、
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
』
を
休
刊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
理
由
は
、

対
面
式
の
広
報
委
員
会
が
開
催
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
そ
の
後
は
、
リ
モ
ー
ト
会
議
で

対
応
し
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
情
報
源
と
し
て
、
あ
る
い
は
互
い
に
励
ま
し
あ
う
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
役
割
等
、
広
報
誌
の
存
在
意
義
を
あ
る
意
味
考
え
な
お
す
機
会

に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
問
題
を
考
え
る
と
、
果
た
し
て
公
益
社
団
法
人
と
し
て
広

報
誌
を
紙
媒
体
か
ら
電
子
媒
体
へ
変
更
す
る
検
討
を
始
め
な
く
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
っ

た
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
や
会
員
以
外
の
皆
さ
ん
に
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
広
報
誌
と
し
て
進
化

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
願
い
な
が

ら
、
皆
様
の
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
』
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
愛
読
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

時
宜
に
即
し
た
情
報
掲
載
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
皆
様
の
お
役
に
立
つ
広
報
誌
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
担
当
副
会
長
　
　
木
村
　
健
司

あ
り
が
と
う
６
０
０
号
、

　
　
　
　
　
　
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
更
な
る
未
来
へ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
委
員
長
　
　
吉
澤
　
幸
夫

600号発刊記念　
広報誌と協会のこれまでのあゆみ



82023.2  Network Tokyo 慣れた場所いつもの作業も危険あり　油断は禁物　安全行動

  会報　第 100 号　1979 年 10 月発行  会報　第100号　1979年10月発行

  会報　第1号　1971年6月発行

　協会がこの年に社団法人として設立したことを記念して会
報が創刊された。
　最初の会報は全８ページで、第1回通常総会報告、第1回
理事会報告が掲載されている。

　第100号ではページ数も38ページになり、内容も第1回と
比べて大分充実している。
　理事会や各委員会の報告のほか、ビルメンテナンス用品
ショウへの案内や厚生事業の紹介等、現在の広報誌の基盤と
なる構成になっている。

記念すべき号をピックアップしてご紹介



9 2023.2  Network Tokyo心と時間に余裕をもって　ルール順守を再確認　皆で取り組むゼロ災害

特　集

  ネットワーク東京　Vol.471　2011年３月発行

  ネットワーク東京　Vol.265　1993年12月発行

　社団法人から公益社団法人に移行したことを受けて、ネッ
トワーク東京も会報誌から広報誌になり、会員に限らずより
多くの方に役立つ情報媒体を目指すことになった。
　表紙はビルメンテナンス会館の屋上から撮影した建設途中
の東京スカイツリーである。

　これまでの会報から誌名も新たに「ネットワーク東京」と
改名され、サイズもB5サイズからA4サイズに変更している。
　その他、これまでは全てモノクロだったが、表紙と裏表紙
がカラー化され、非常に目を惹くデザインに刷新された。

600号発刊記念　
広報誌と協会のこれまでのあゆみ



102023.2  Network Tokyo 慣れた作業　事故につながる気の緩み　日々の確認　忘れずに

　これまで表紙と裏表紙のみカラーだったが、この号からついに
全ページがカラー化された。
　デザイン面も大幅に向上し、写真や画像も非常に見やすくなっ
たことで、親しみやすい誌面となった。

　2022年6月には協会創立60周年を迎え、創立60周年記念式典
と祝賀会を特集した。

　2013年12月号（Vol.501）からは、広報誌としての役割を見直し、よりビルメンテナンス業界
に携わる方々に有益な情報を検討し、特集としてまとめている。さらにより多くの方の目に触れる
ように協会ホームページで誰でも、いつでも、閲覧することができるように PDF データでも公開を
するようになった。
　これからも広報誌は、業界発展に貢献できるよう邁進していく。

  ネットワーク東京　Vol.483　2012年４月発行

  ネットワーク東京　Vol.595　2022年8月発行



2023.2  Network Tokyo11 ちょっと待て  流れ作業での 最終確認

ビルメンテナンスに関する最新技術、最新情報の特集
　人手不足時代への対応としてのロボット活用や現場で活かせる様々な技術等について、最新
の情報を紹介している。

　ここでは501号から600号に至るまでに広報誌で掲載された、
主な特集をテーマ毎にご紹介する。

2016 年 3 月号（Vol.526）
「業務用清掃ロボットの現状と活用」

　日本が抱える少子高齢化を背景とする人手不足や
生産性の向上という課題解決に向けて、ロボット実
用化の現状と業務用清掃ロボットの機能性を中心に
解説。

2017 年 4 月号（Vol.538）
「ビルメン経営にロボットという選択肢」

　経営という視点から、業務にロボットを導入する
にあたり、どのように運用したらよいのか、いつ始
めるべきなのかなど、その効用を解説。

2020 年 1 月号（Vol.568）
「ビルメンテナンス業におけるドローンの活用」

　ドローン（遠隔操作による無人航空機）の技術や
航空法などの関連法規、撮影した画像解析の活用事
例を紹介。

2021 年 2 月号（Vol.578）
「コロナ禍における清掃業務と無人化技術」

　ビルメンフェア＆クリーンＥＸＰＯにおいて、清
掃スタッフの負担軽減、安全確保等の観点からロ
ボットなどの無人化技術の活用方法について討議し
た内容を紹介。

600号発刊記念　
広報誌と協会のこれまでのあゆみ

過去100回から 特 集 ピックアップ

《 》



2023.2  Network Tokyo 12あわてるな、  心のゆとりが  身を守る

企業経営に関連する法令改正の特集
　ビルメンテナンス企業に関連する法令の改正内容について、各社が事前に対応できるよう特
集としてまとめた。

2017 年 1 月号（Vol.535）
マイナンバー法セミナー　
　　　　　　　　本格運用に備えて

　2016年１月から ｢マイナンバー制度」がスタート。
2017年からの本格運用に備え、マイナンバーの取
得ルールや保管における注意点などを解説。

2019 年 2 月号（Vol.558）
働き方関連法の施行で
　　企業が気を付けるべきポイント

　2019年4月から「働き方改革関連法」が施行され、
「一億総活躍社会を実現するための改革」として労
働法制の抜本的改革を行った。Q&A形式で注意点
などを解説。

2021 年３月号（Vol.579）
ビルメンテナンス業の
　　　　　　「同一労働・同一賃金」

　「働き方改革」の柱である「同一労働同一賃金」が
2020年4月に大企業で、中小企業では2021年4月
に施行され、正社員と非正規雇用労働者との間の
不合理な待遇差の解消を目指した。非正規雇用労
働者が多いビルメンテナンス業では特に正しい理解
と運用が重要であるため、詳細な内容を解説。

2022 年 5 月号（Vol.592）
「短時間労働者の社会保険適用拡大」
セミナーから

　2022年10月から従業員が101人以上の規模の企
業、2024年10月からは従業員51人以上の企業にお
いて、これまで加入対象者でなかったパート・アル
バイトについても、一定の要件を満たした場合、社
会保険の対象者となる。企業への影響や対応などを
解説。

《 》



2023.2  Network Tokyo13 いつもしている作業だからと  慣れと油断が事故の元

ビルクリーニングや人材育成に重点をおいた特集
　ビルクリーニング技能検定の制度改正や障がい者や外国人の就労といった、人材採用・育成
について特集した。

2015 年 4 月号（Vol.516）
「都の施設における清掃を活用した
　障害者の就労支援事業」のご紹介

　清掃業務に就労を希望する障害者に対して清掃実
地訓練を行い、就労を目指すプログラムの体系や、
就労された訓練生の様子をインタビュー形式にて紹
介。

2016 年 8&9 月号（Vol.531）
いよいよ始まる、複数等級化　ビル
クリーニング技能検定新制度を解説

　「ビルクリーニング技能検定」制度が、それまでの
単一等級から、技能レベル別に5段階の複数等級に
よる技能検定に変更された。詳細な内容や移行に伴
う経過措置、その影響について解説。

2019 年 11 月号（Vol.566）
ビルメンテナンス業界で働く外国人と
適切なコミュニケーションをとるために

　2019年4月の改正入管法施行に伴い、在留資格に
「特定技能」が新設され、外国人雇用を取り巻く環
境が急激に変わった。外国人スタッフとの適切なコ
ミュニケーションのとり方や良好な関係を築くため
の留意点を紹介。

2021 年 1 月号（Vol.577）
「特定技能」の現状と、ビルメンテナンス
業界における今後の活用について

　「特定技能」制度が実施されてから約１年半後の状
況を出入国在留管理庁から公表されている数値を基
に、外国人人材の人数、国籍等をグラフ化し、活用
のポイントを解説。

600号発刊記念　
広報誌と協会のこれまでのあゆみ

《 》



2023.2  Network Tokyo 14どちらも危うい慣れと無知  怠る確認  誰の罪

協会の主な行事の特集
　定時総会や労働安全衛生大会の他、協会創立60周年記念式典などの協会の大きな行事に
ついて特集している。

2013年11月から2023年2月までの
主な出来事

2015 年 8&9 月号（Vol.520）
第 14 回ビルクリーニング技能
　　　　　　競技会　東京大会開催

　国家資格である「ビルクリーニング技能士」を
有したスペシャリストの競技会。１４回目の東京大
会では、15社26名の選手が日頃の成果を披露し競い
合った。競技の模様や審査結果、受賞者へのインタ
ビューを紹介。

2014年04月　消費税を８％に引き上げ

2015年09月　安全保障関連法が成立

2016年08月　天皇陛下が生前退位の意向示唆

2017年01月　トランプ氏が米国大統領に就任

2018年06月　米朝が史上初の首脳会談

2019年05月　元号が「令和」に改元

2019年09月　ラグビー W 杯日本大会開催

2019年10月　消費税を10％に引き上げ

2020年03月　東京2020オリンピック・パラリン
　　　　　　  ピックの１年延期

2020年04月　新型コロナウイルスの感染拡大
　　　　　　  緊急事態宣言を発令

2020年09月　菅義偉氏が内閣総理大臣に就任

2021年7月　  東京2020オリンピック・パラリン 
　　　 ～9月   ピック開催  　　　　　　  

2021年11月　岸田文雄氏が内閣総理大臣に就任

2022年02月　ロシアがウクライナ侵攻

2022年07月　安倍晋三元首相が銃撃され死亡

2018 年 8&9 月号（Vol.553）
ビルメンテナンスフェア
　　　　　　　　 TOKYO 2018

　メインテーマを「最新テクノロジーとサービスが
集う、ビジネスチャンスの宝庫！」とし、ビルメン
テナンス現場のための製品やサービス、各種セミ
ナーを紹介。

2022 年 8&9 月号（Vol.595）
第12 回定時総会開催報告　
創立60周年記念式典及び
第56 回優良従業員表彰式開催報告

　2022年６月20日（月）に東京国際フォーラムに
おいて開催された、創立60周年記念式典の模様や記
念講演、各種表彰授与の様子等を紹介。

《 》



15 2023.2  Network Tokyo災害は  小さなヒヤリの積み重ね  みんなで育てる安全意識

　

東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
に
「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し

い
会
報
を
」
と
い
う
標
榜
の
も
と
、
企
画
広
報
委
員
会
が
新
設
さ
れ
た
の

は
平
成
5
年(

１
９
９
３)

で
し
た
。
ま
だ
協
会
事
務
局
が
四
谷
左
門
町

に
あ
り
、
当
時
の
会
長
が
狩
野
伸
彌
氏
、
専
務
理
事
は
神
野
光
治
氏
の
頃

で
し
た
。
新
設
さ
れ
た
広
報
委
員
会
は
、
岩
田
良
之
助
担
当
副
会
長
，
日

野
一
委
員
長
、
渡
邊
秀
樹
副
委
員
長
、
西
村
克
己
理
事
を
中
心
に
、
編
集

小
委
員
会
と
広
報
小
委
員
会
と
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
編
集
小
委
員
会
は

渡
辺
委
員
長
を
は
じ
め
、
奥
出
隆
之
副
委
員
長
、
坂
爪
邦
英
氏
、
永
山
括

矢
氏
、
森
木
正
則
氏
、
石
橋
和
夫
氏
、
鈴
木
優
氏
、
谷
口
武
光
氏
の
8
名
。

広
報
小
委
員
会
は
西
村
委
員
長
は
じ
め
上
之
原
靖
氏
、
石
井
俊
彦
氏
、
座

主
利
夫
氏
、
堀
井
均
氏
の
5
名
。
広
報
委
員
会
は
合
計
15
名
の
メ
ン
バ
ー

と
事
務
局
担
当
者
の
田
丸
瑠
実
子
氏
を
加
え
た
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
会
報
第
1
号
が
発
行
さ
れ
た
の
は
昭

和
46
年(

１
９
７
１)

の
6
月
で
し
た
が
、
平
成
５
年
12
月
第
２
６
５
号

か
ら
大
胆
な
刷
新
の
も
と
会
報
誌
名
も
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」
と
タ
イ

ト
ル
を
改
名
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
表
紙
や
目
次
の
デ

ザ
イ
ン
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
の
改
良
、
ま
た
紙
面
の
全
面
カ
ラ
ー
化
等
に

よ
る
変
貌
を
遂
げ
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
を
契
機
に
「
会
報
誌
」
か

ら
協
会
の
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
「
広
報
誌
」
に
位
置
付
け
を
変
更
し
、
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
54
年
（
１
９
７
９
・
10
）
の
１
０
０
号
、
昭
和
63
年
（
１
９
８
８
・

7
）
の
２
０
０
号
、
平
成
8
年
（
１
９
９
６
・
12
）
の
３
０
０
号
、
平
成

17
年
（
２
０
０
５
・
4
）
の
４
０
０
号
、
平
成
24
年
（
２
０
１
２
・
4
）

の
５
０
０
号
、
そ
し
て
今
年
、
令
和
5
年
の
2
月
で
創
刊
６
０
０
号
、「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」
に
な
っ
て
３
３
6
号
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
は
、
昭
和
・
平
成
・
令
和
三
代
を
30
年
の
長
き
に
亘
っ
て

歴
史
を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。広
報
委
員
会
委
員
の
一
人
と
し
て
、「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」
の
発
足
か
ら
今
日
ま
で
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
感
謝
以
外
の
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
数
多
く
の
委
員
と
の

出
会
い
と
別
れ
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
目
に
浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
の
更
な
る
進
展
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

ブ
ラ
ボ
ー 

! 

広
報
誌
創
刊
６
０
０
号
記
念

　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
個
人
委
嘱
　
奥
出
　
隆
之

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
が
6
0
0
号
を
迎
え
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
や
Ｄ
Ｘ
の
波
な
ど
、
社
会
の
変
化
が
大
き
く
加
速

す
る
中
で
も
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
こ
れ
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　

広
報
誌
に
求
め
ら
れ
る
役
割
も
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
私
自
身
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
と
と
も
に
成
長

し
て
い
け
れ
ば
と
気
持
ち
を
新
た
に
邁
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
協
会
と
業
界
の
発
展
の
た
め
、
何
よ
り
読

者
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
媒
体
と
し
て
更
に
コ
ン
テ

ン
ツ
を
充
実
し
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
た
旬
な
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

６
０
０
号
発
刊
を
迎
え
て

　  

株
式
会
社
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ
　
大
嶋
　
直
樹

　

東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
歴
史
と
共
に
歩
ん
で

き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
も
、
こ
の
度
６
０
０
号
を
発
刊

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
創
刊
が
１
９
７
１
年
（
昭
和

46
年
）
6
月
で
す
の
で
、
50
年
以
上
の
歴
史
と
な
り
、
今

ま
で
発
刊
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
全
て
の
皆
様
と
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

東
京
協
会
は
昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
期
に

発
展
を
続
け
、
２
０
２
１
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
協
会
活
動
は

止
ま
る
こ
と
は
な
く
進
ん
で
き
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

東
京
も
休
刊
す
る
こ
と
な
く
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

じ
め
、
多
く
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
今
後
も
７
０
０

号
、
８
０
０
号
と
歩
み
を
つ
づ
け
、
東
京
協
会
の
歴
史
を

刻
ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
も
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ

い
。 歴

史
を
刻
む
　
発
刊
６
０
０
号

　
　
　
　
　 

株
式
会
社
サ
ン
シ
ン
　
中
嶋
　
徹
治

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
６
０
０
号
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

前
回
の
５
０
０
号
記
念
の
数
か
月
前
に
広
報
委
員
会

に
加
え
て
い
た
だ
い
て
か
ら
も
う
8
年
余
の
月
日
が
た

っ
た
こ
と
に
改
め
て
時
の
早
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

協
会
員
の
皆
様
へ
の
業
界
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

通
じ
て
、
協
会
や
業
界
が
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
、
ま

た
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に

愛
読
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ま
す
ま
す
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

祝
　
６
０
０
号
発
刊

　 

株
式
会
社
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
　
里
見
　
貴
弘

　

６
０
０
号
記
念
に
広
報
委
員
と
し
て
携
わ
れ
た
こ
と

光
栄
に
思
い
ま
す
。
9
年
近
く
編
集
に
携
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
い
ま
振
り
返
る
と
激
動
す
る
社
会
情
勢
と
と

も
に
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
も
極

め
て
大
き
く
変
遷
し
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
働
き
方
改
革
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
様
々
な
業
務
の

Ｄ
Ｘ
化
、
感
染
症
対
策
な
ど
必
要
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ

ー
に
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
、
会
員
企
業
の
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
活
動
し
て
参
る
所
存
で
す
。

６
０
０
号
発
刊
に
寄
せ
て

　 

株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
　
鈴
木
　
英
司

　

２
０
２
２
年
9
月
1
日
よ
り
広
報
委
員
会
委
員
と
し

て
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
記
念
の
時
、
委
員
と
し
て
コ
メ
ン
ト
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
を
大
変
光
栄
な
事
と
思
い
ま
す
。

　

至
ら
な
い
点
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
広
報
委

員
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
良
い
内
容
の
広
報
誌
の
作
成

に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

６
０
０
号
記
念
と
い
う
事
で
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
株
式
会
社
ツ
カ
サ
美
装
　
庄
司
　
和
明

広報委員会委員　ごあいさつ

600号発刊記念　
広報誌と協会のこれまでのあゆみ
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１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
ス
タ
ー
ト
し
、
第
8

波
の
中
で
の
新
年
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
大
分
状
況

が
戻
っ
て
き
た
と
い
え
、
感
染
者
数
が
多
い
。
重
症
化

す
る
方
は
少
な
い
と
は
言
い
な
が
ら
亡
く
な
る
方
も
多

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ほ
か
に
疾
患
を
持
っ
て
い
る

方
が
陽
性
化
し
た
た
め
だ
そ
う
で
あ
る
。
第
8
波
で
亡

く
な
っ
て
い
る
方
は
高
齢
の
方
が
多
い
と
い
う
。
こ
う

し
た
中
、
し
っ
か
り
と
自
分
た
ち
で
注
意
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

ま
た
、
新
た
な
株
が
、
こ
れ
か
ら
増
え
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
陽
性
者
数
も
な
か
な
か

減
ら
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
も
ど

も
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
。

　

た
だ
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
段
階
を
迎
え
、
政
府
の
特

段
の
行
動
規
制
は
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
要
請
も
な
い
。

ま
た
、
昨
年
10
月
か
ら
、
海
外
か
ら
の
来
訪
者
の
制
限

が
大
分
緩
く
な
っ
て
い
る
。
中
国
に
関
し
て
は
、
い
ろ

い
ろ
な
規
制
の
中
で
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
流
れ
と
し
て
は
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
全

国
旅
行
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
再
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、

し
っ
か
り
と
ケ
ア
を
し
な
が
ら
経
済
活
動
を
回
し
て
い

く
べ
き
と
思
う
。

　

協
会
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て
は
通
常
ペ
ー
ス
に
戻
っ
て
い
る
。

　

本
日
は
、
こ
の
後
3
年
ぶ
り
に
飲
食
を
伴
っ
た
賀
詞
交

歓
会
が
あ
る
。
着
席
方
式
で
は
あ
る
が
会
員
相
互
及
び
賛

助
会
員
の
皆
様
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

2　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
継
続
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
総
務
委
員
長

　
正
会
員　
住
友
不
動
産
販
売
株
式
会
社

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た

■
提
案
説
明

　

住
友
不
動
産
販
売
株
式
会
社
は
、
会
員
で
あ
っ
た

住
友
不
動
産
建
物
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
よ
り
事
業
の

一
部
譲
渡
を
受
け
た
た
め
、
継
続
入
会
の
申
込
み
が

あ
っ
た
。

第
２
号
議
案　
諸
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
総
務
委
員
長

　
そ
の
１　
事
務
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

　
そ
の
２　
事
務
局
嘱
託
職
員
任
用
規
程
の
一
部
改

　
　
　
　
　
正

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。
各
規
程
は
4
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
。

■
提
案
説
明

　

そ
の
１　
事
務
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

　

改
正
趣
旨
は
、
以
下
の
3
点
で
あ
る
。

　

1
点
目
は
、
基
本
給
表
の
金
額
の
書
換
え
で
あ
る
。

年
間
賞
与
月
数
を
令
和
3
年
度
か
ら
3
か
年
計
画
で

減
額
し
、
そ
の
原
資
を
基
本
給
に
振
り
替
え
て
き
た
。

Photo:水仙

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第125回

理 事 会 報 告
２つの規程改正を承認
■日時：令和５年１月16日（月）午前11時～午前11時25分
■開催場所　　　　ハイアットリージェンシー東京「弥生」
■理事・監事数　　理事20名、監事3名
■出席者　　　　　理事18名、監事3名

■審議事項
第１号議案　継続入会の承認について
　　正会員　住友不動産販売株式会社
第２号議案　諸規程の改正について
　　その１　事務局職員給与規程の一部改正
　　その２　事務局嘱託職員任用規程の一部改正
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■第 125回理事会

令
和
5
年
度
は
そ
の
最
終
年
で
あ
る
。

　

2
点
目
は
、
基
本
給
表
の
伸
長
と
昇
給
額
の
逓
減

措
置
導
入
で
あ
る
。
民
間
及
び
官
公
庁
の
給
料
表
を

参
考
に
、
各
号
俸
の
昇
給
カ
ー
ブ
を
50
歳
以
降
を
目

途
に
逓
減
す
る
措
置
を
講
ず
る
。

　

3
点
目
は
、
役
職
手
当
の
改
正
で
あ
る
。
将
来
有

為
な
若
手
職
員
の
昇
任
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
係
長
、

課
長
補
佐
の
役
職
手
当
を
改
正
す
る
。

　
そ
の
２　
事
務
局
嘱
託
職
員
任
用
規
程
の
一
部
改

正
　

当
協
会
は
、
嘱
託
職
員
の
定
年
を
65
歳
到
達
後
の

年
度
末
に
し
て
い
る
が
、
令
和
3
年
4
月
の
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
改
正
で
、
70
歳
ま
で
の
雇
用
が
努
力

義
務
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
65
歳
を
超
え
た
職
員

を
再
雇
用
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
。

3　
報
告
事
項

⑴　
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
木
村
委
員
長

　

令
和
５
年
度
上
期
の
理
事
会
及
び
定
時
総
会
の
開

催
予
定
日

　

次
年
度
は
役
員
改
選
年
度
に
当
た
る
た
め
、
全
体

と
し
て
年
8
回
の
理
事
会
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

現
役
員
の
任
期
と
し
て
は
、
5
月
9
日
が
最
終
の
理

事
会
と
な
り
、
6
月
以
降
は
、
新
役
員
が
出
席
対
象

と
な
る
。
定
時
総
会
は
6
月
2
日
の
金
曜
日
を
予
定

し
て
い
る
。

イ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
田
中
委
員
長

（
ア
）
観
劇
補
助
事
業 

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

ご
案
内

　

観
劇
補
助
事
業
は
昨
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
度

で
2
回
目
と
な
る
が
、
今
回
は
「
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
」の
募
集
と
し
た
。公
演
は
2
月
12
日
で
あ
り
、

既
に
会
員
の
皆
様
に
ご
案
内
を
配
付
し
、
現
在
も
募

集
中
で
あ
る
。

（
イ
）
第
61
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
特
別
招
待
募

集
の
ご
案
内

　

東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
へ
の
招
待
募
集
だ
が
、

公
演
は
2
月
19
日
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
募
集
中
で
あ

る
。

（
ウ
）
各
行
事
の
実
施
報
告

Ⅰ　
第
２
０
６
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
3

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。
会
場
は
茨
城
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
久
々
の
プ
レ
ー

を
楽
し
み
な
が
ら
交
友
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ⅱ　
第
6
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
開
催

　

こ
ち
ら
も
3
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
る
。
会
場
は
、

王
子
サ
ン
ス
ク
エ
ア
ボ
ウ
ル
、感
染
対
策
か
ら
1
レ
ー

ン
3
名
で
の
プ
レ
ー
と
な
っ
た
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

方
に
も
多
く
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
社
の
輪
を
越
え

て
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。

ウ　
経
営
研
究
委
員
会　
　
　
　
　
梶
山
委
員
長

（
ア
）
全
国
協
会
か
ら
の
緊
急
依
頼
通
知

　

昨
年
12
月
に
全
国
協
会
か
ら
緊
急
依
頼
通
知
が
発

せ
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
当
協
会
か
ら

も
会
員
に
案
内
通
知
を
お
送
り
し
た
。
内
容
は
、
厚

生
労
働
省
や
総
務
省
か
ら
各
官
公
庁
に
対
し
て
、
人

件
費
等
の
高
騰
を
受
け
た
契
約
額
の
変
更
に
関
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
当
協
会
と
し
て
も
、
長
年
に

わ
た
り
東
京
都
財
務
局
に
要
望
し
て
い
る
内
容
で
あ

り
、
今
月
19
日
に
東
京
都
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会

が
あ
る
の
で
、
対
応
に
つ
い
て
都
に
確
認
を
し
た
い
。

（
イ
）
令
和
5
年
度
予
算 

東
京
都
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
実
施
報
告

　

昨
年
11
月
に
都
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
を
し
、

佐
々
木
会
長
か
ら
要
望
書
の
手
交
を
行
っ
た
。
会
長

か
ら
要
望
説
明
の
後
に
、
都
知
事
か
ら
も
回
答
を
い

た
だ
き
、
そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
エ
コ
チ
ュ
ー
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■第 125回理事会

ニ
ン
グ
等
に
つ
い
て
触
れ
た
。

（
ウ
）
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
・
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
報
告

　

昨
年
11
月
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
改
正
電
子
帳
簿

保
存
法
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
、
会
場
出
席
と
オ

ン
ラ
イ
ン
の
併
用
で
実
施
し
た
。
講
師
に
は
税
理
士

の
白
井
一
馬
氏
と
O
B
C
の
竹
内
様
を
お
招
き
し
、

制
度
概
要
と
対
応
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た

だ
い
た
。

エ　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
委
員
長

（
ア
）
ビ
ル
メ
ン
企
業
に
求
め
ら
れ
る
B
C
（
事
業

継
続
）
へ
の
取
り
組
み
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

2
月
6
日
に
「
ビ
ル
メ
ン
企
業
に
求
め
ら
れ
る

B
C
（
事
業
継
続
）
へ
の
取
り
組
み
」
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
。
企
業
に
と
っ
て
、
非
常
事
態
発
生
時
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
は

重
要
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
企
業
の
事
業
継
続
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
防
災

教
育
の
専
門
家
と
B
C
の
実
効
性
の
高
い
企
業
と
し

て
受
賞
経
験
の
あ
る
企
業
の
担
当
者
を
講
師
に
招
き
、

講
演
い
た
だ
く
。

（
イ
）
永
代
橋
変
電
所
見
学
会
の
実
施
報
告

　

昨
年
11
月
29
日
に
「
永
代
橋
変
電
所
見
学
会
」
を

開
催
し
、
参
加
者
は
19
名
で
あ
っ
た
。
今
回
見
学
し

た
永
代
橋
変
電
所
は
、
主
に
中
央
区
に
電
気
を
供
給

す
る
重
要
施
設
で
、
地
下
5
階
ま
で
あ
る
地
下
変
電

所
で
あ
る
。

　

見
学
会
で
は
、
地
下
に
設
置
さ
れ
た
巨
大
な
変
圧

器
等
の
設
備
を
見
学
し
、
各
設
備
の
役
割
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
方
法
、
防
災
対
策
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な

ど
幅
広
い
説
明
を
聞
い
た
。
通
常
で
は
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
設
備
に
、
参
加
者
は
質
問
し
た
り
写
真
を

撮
っ
た
り
と
熱
心
に
見
学
し
て
お
り
、
大
変
有
意
義

な
見
学
会
と
な
っ
た
。

⑵　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事

11
月
1
日	

三
役
会
、
第
1
2
4
回
理
事
会
、

東
京
地
区
本
部
会
議

　
　

9
日	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

　
　

24
日	

東
京
都
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ

12
月
1
日	

地
区
本
部
長
会
議

　
　

6
日	

三
役
会
、
東
京
地
区
本
部
会
議
、

役
員
懇
親
会

　
　

14
日	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

イ　
今
後
の
予
定

2
月
７
日	

三
役
会

3
月
７
日	

三
役
会
、
第
１
２
６
回
理
事
会

4
月
4
日	

三
役
会
、
第
１
２
７
回
理
事
会

5
月
9
日	

三
役
会
、
第
１
２
８
回
理
事
会

6
月
2
日	

定
時
総
会
、
臨
時
理
事
会

　
　

13
日	

三
役
会
、
第
１
２
９
回
理
事
会

　
　

19
日	

優
良
従
業
員
表
彰
式
（
会
場
：
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

7
月
4
日	

三
役
会
、
第
１
３
０
回
理
事
会

　
　

27
日	

全
国
協
会
定
時
総
会
（
会
場
：
浅

草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
１
社
、
賛
助
会
員
69
社
（
1
月
1
日

現
在
）

⑶　
そ
の
他　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
秋
の
叙
勲

　

昨
年
秋
の
叙
勲
で
、
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
委

員
で
、
講
師
も
お
務
め
い
た
だ
い
て
い
る
東
京
美
装

興
業
株
式
会
社
の
正
田
浩
三
様
が
、瑞
宝
単
光
章
（
技

能
検
定
功
労
）
を
受
章
さ
れ
た
。

イ　
２
０
２
２
年
度

（
公
財
）
日
本
建
築
衛
生
管
理
教
育
セ
ン
タ
ー

  

会
長
表
彰

　

公
益
財
団
法
人
日
本
建
築
衛
生
管
理
教
育
セ
ン

タ
ー
会
長
表
彰
で
は
、
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
で

講
師
を
お
務
め
い
た
だ
い
て
い
る
技
建
開
発
株
式
会

社
の
中
川
朋
之
様
が
受
賞
さ
れ
た
。
表
彰
式
は
１
月

19
日
に
行
わ
れ
る
。
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ビルメンテナンス会館の
研修室・会議室ご利用案内

当協会会員の方は、下記使用料の半額でご利用いただけます。
研修会、会議、ビルメン商品説明会などに、ぜひご利用ください。

【新型コロナウイルス感染拡大防止のための特記事項】
●館内では常時マスクの着用が必要となります。ご来館

にあたっては、マスクのご持参をお願いいたします。
なお、ご協力いただけない場合は入館をお断りする場
合がございます。予めご了承ください。

●各階に設置している消毒液を利用し、手指の消毒を
お願いします。

【下記に該当する方の入館は固くお断りいたします】
●新型コロナウイルス感染症陽性者との濃厚接触がある

方
●同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいらっ

しゃる方
●過去 14 日以内に海外渡航歴のある方、及び上記該当

者と接触がある方。発熱 (37.5°C 以上 )、悪寒、咳、
倦怠感、味覚・嗅覚異常等の症状がある方

プロジェクター 05,500
清掃資機材 8,800
警備資機材 11,000
高圧・特別高圧電気  受変電盤 33,000
研修用模擬分電盤 8,800

■機器使用料（オプション）�(単位:円　税込) ■申込み方法
①事前に利用日の空室状況をご確認下さい。
②希望日の空室状況が確認できましたら、所定の申込用紙

に必要事項をご記入のうえ、Email又は、FAXにてご送付
下さい。

	 お電話だけでの予約は行っておりません。
※所定の申込用紙は協会HPよりダウンロードしていただく

か、FAXにて送付いたします。

■ご予約・問合わせ先
事務局管理課　岡村・箱岩　
Email : kaikan-yoyaku@tokyo-bm.or.jp　TEL : 03-3805-7555　FAX : 03-3805-7550

階 室名 面積（㎡） 定員（名） 9 〜 12 時 13 〜 17 時 9 〜 17 時 時 間 外
１時間当たり

B1 研修室 全室 174 72 24,420 32,560 065,120 08,140

2F 研修室

全室 304 200 47,850 63,800 127,600 15,950

201 120 60 18,810 25,080 050,160 06,270

202 152 80 23,760 31,680 063,360 07,920

3F 研修室

全室 304 200 47,850 63,800 127,600 15,950

301 120 60 18,810 25,080 050,160 06,270

302 152 80 23,760 31,680 063,360 07,920

4F 会議室

全室 204 70 32,010 42,680 85,360 10,670

401 63 20 9,900 13,200 26,400 3,300

402 63 20 9,900 13,200 26,400 3,300

403 78 30 9,900 13,200 26,400 3,300

■使用料一覧� (単位:円　税込)

※定員は、教室型３人掛の場合です。

※機器使用料の割引はございません。
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　３ページのTopics でご紹介した、令和5年新年

賀詞交歓会の様子を「フォトアルバム」として

まとめました。

　ご来場者様同士の新年の挨拶や情報交換な

ど、新年らしい会場の雰囲気をご紹介します。

　なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、立食形式での飲食は中止し、着席形式に

変更の上で料理をご提供しました。また、来場

者数についても各社最大2名までと人数の制限を

いたしました。

Date 
2023 Jan 16

令和５年 新年賀詞交歓会

フォトアルバム

受付の様子入場前の検温三役によるお出迎え

鏡開き梶山政治連盟理事長による乾杯
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ご来賓の皆様から、
ご挨拶をいただきました。

琴の生演奏

なごやかな雰囲気の会場

衆議院議員　岡本三成氏

都議会議員　山崎一輝氏

参議院議員　生稲晃子氏

都議会議員　髙島なおき氏 都議会議員　小宮あんり氏

野口副会長　締めの挨拶

お見送り
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清
明
亭
は
、
サ
ザ
エ

さ
ん
で
有
名
な
東
急
田

園
都
市
線
桜
新
町
駅
か

ら
徒
歩
15
分
の
所
に
あ
り
ま
す
。

　

桜
新
町
駅
南
口
を
出
る
と
、
す
ぐ

に
サ
ザ
エ
さ
ん
た
ち
が
出
迎
え
て
く

れ
ま
す
。
こ
の
頃
は
お
花
の
サ
ザ
エ

さ
ん
が
綺
麗
で
し
た
。

　

そ
の
少
し
先
に
三
井
住
友

銀
行
が
あ
り
、
サ
ザ
エ
さ
ん

通
り
と
い
う
看
板
を
目
安
に

交
差
点
を
渡
っ
て
ま
っ
す
ぐ

進
み
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
歩
く
と
郵
便
局

や
、
八
百
屋
な
ど
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
サ
ザ
エ
さ
ん
が
い

ま
す
。
数
分
歩
く
と
桜
新
町

交
番
に
突
き
当
た
り
ま
す
。
長
谷
川
町
子
美
術
館
ま
で

あ
と
60
メ
ー
ト
ル
と
サ
ザ
エ
さ
ん
が
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

右
側
に
は
新
し
く
建
っ
た
長
谷
川
町
子
記
念
館
、
左

側
に
は
長
谷
川
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
目
的

は
清
明
亭
な
の
で
、
先
ほ

ど
の
交
番
左
側
の
道
に
戻

り
、
玉
川
通
り
を
超
え
て

ま
っ
す
ぐ
進
み
、
桜
並
木

の
住
宅
街
を
歩
い
て
い
く

と
、
右
側
に
池
が
見
え
て

き
ま
す
。
こ
こ
は
深
沢
の

杜
緑
地
と
い
う
民
家
の
お

庭
で
、
貴
重
な
緑
を
残
し

て
い
く
た
め
に
緑
地
と
し

て
整
備
し
た
そ
う
で
す
。

▲

住所
東京都世田谷区深沢
７丁目３番１号
（深沢高校敷地内）
桜新町駅南口から
徒歩15分程度

六十一

清
明
亭　
（
せ
い
め
い
て
い
）

文
・
写
真
：
松
原　

雅
人

東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
を
訪
れ
て

東
京
都
で
は
、
景
観
条
例
に
基
づ
き
、
歴
史
的
な
価
値
を
有
す
る
建
造
物
の
う
ち

景
観
上
重
要
な
建
物
を
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
選
定
し
ま
す
。

令
和
元
年
5
月
24
日
現
在
、
96
件
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
景
観
条
例
第
二
十
二
条

一
．
東
京
の
歴
史
及
び
文
化
を
特
徴
付
け
て
い
る
も
の

二
．
地
域
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
も
の

三
．
多
く
の
都
民
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
地
域
の
個
性
を
形
成
す
る
核
と
な
っ
て
い
る
も
の

　

奥
に
は
、
サ
ザ
エ
さ
ん
公

園
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
っ
、

マ
ス
オ
さ
ん
は
ど
こ
？
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読 者 投 稿

　

清
明
亭
は
、
わ
か
も
と
製
薬
初
代
社
長
の
屋
敷
の
離
れ
と
し
て
、
昭
和
６
年
に
大
江
新

太
郎
の
設
計
で
木
造
、
一
部
Ｒ
Ｃ
造
で
建
て
ら
れ
た
近
代
和
風
建
築
で
す
。
大
江
新
太
郎

は
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
に
日
光
東
照
宮
の
修
復
で
知
ら
れ
、
明
治
神
宮
宝
物
殿
、
伊
勢

神
宮
造
営
の
主
任
技
師
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

建
物
は
、
崖
に
張
り
出
す
よ
う
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
地
下
室
の
上
に
建
て
ら
れ
、

洋
室
や
茶
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
36
年
に
東
京
都
が
こ
の
土
地
を
取
得
し
、
深
沢
高

校
を
開
設
、
現
在
は
茶
室
な
ど
と
し
て
の
利
用
と
年
数
回
見
学
会
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

清
明
亭
の
隣

に
は
日
体
大
が

あ
り
ま
す
。
桜

新
町
駅
に
戻
る

に
は
呑
川
を
歩

い
て
い
く
の
が

お
す
す
め
で
す
。

　

季
節
に
よ
っ

て
は
鴨
が
泳
い
で
い
た
り
、
へ
び
の

発
見
情
報
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
ま
だ
歩
き
足
り
な
い
方
は
、

土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
に
も
認
定

さ
れ
て
い
る
深
沢
給
水
塔
と
、
参
道

が
延
々
と
続
く
久
富
稲
荷
神
社
が
お

す
す
め
で
す
。

　

久
富
稲
荷
神
社
は
、
桜
新
町
の
通

り
の
鳥
居
か
ら
延
々
と
歩
く
と
、
到

着
し
ま
す
。

　

早
く
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
こ
と

を
祈
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、玉
川
通
り
（
２

４
6
号
線
）
に
突
き
あ
た

る
と
そ
こ
に
は
、
鶏
が
叫

び
、
犬
が
吠
え
る
像
が
あ

り
ま
す
。
な
ん
と
地
域
風

景
資
産
だ
そ
う
で
す
。

　

桜
新
町
駅
か
ら
徒
歩
約
15
分

で
、
左
側
に
都
立
深
沢
高
校
が

見
え
ま
す
。
手
前
の
角
を
少
し

降
り
る
と
目
的
地
の
清
明
亭
に

な
り
ま
す
。
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何
か
し
な
け
れ
ば
、
と
経
営
陣
が
思
案
に
く
れ
る
大
変

動
期
に
直
面
し
て
い
る
の
が
昨
今
の
世
界
と
日
本
で
あ
る

と
い
う
認
識
は
誰
も
が
お
持
ち
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
時
に
決

断
を
誤
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
一
つ

の
事
例
と
し
て
身
の
丈
経
営
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

中
小
規
模
企
業
は
頑
張
っ
て
い
る

　

日
本
は
世
界
的
に
も
群
を
抜
く
「
長
寿
企
業
大
国
」
で

あ
る
。
業
歴
が
１
０
０
年
を
超
え
る
企
業
は
長
い
歴
史
の

な
か
で
、
戦
争
や
相
次
ぐ
災
害
、
需
要
ニ
ー
ズ
の
変
化
な

ど
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
。
国
内
外
を
問
わ

ず
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に
変
化
す
る
現
在
、

長
寿
企
業
か
ら
経
営
の
極
意
と
事
業
継
続
の
要
諦
を
学
ぶ

意
義
は
大
き
い
と
言
え
る
。

　

そ
こ
で
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
で
は
、
業
歴
が
１
０
０
年

を
超
え
る
「
１
０
０
年
経
営
企
業
」
に
２
０
２
２
年
5
月

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
１
０
９
０
社
か
ら
回
答
を

得
た
。

　

規
模
の
大
き
い
企
業
は
体
力
あ
る
い
は
生
命
力
が
あ
る

と
世
間
で
は
思
わ
れ
て
い
る
が
、
実
は
そ
う
で
な
か
っ

た
。１
０
０
年
老
舗
約
３
万
４
０
０
０
社
の
う
ち
、
上
場

企
業
は
２
％
弱
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
長

命
企
業
は
未
上
場
で
あ
る
。
し
か
も
、
年
商
10
億
円
未
満

企
業
は
約
８
割
、
更
に
年
商
１
億
円
未
満
企
業
は
そ
の
う

ち
約
４
割
に
も
な
る
。
な
お
、
デ
ー
タ
は
次
の
書
籍
か
ら

も
参
照
し
て
い
る
。

（
『コ
ロ
ナ
倒
産
の
真
相
』
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
情
報
部

／
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
／
２
０
２
１
年
5
月
）

　

老
舗
企
業
に
対
し
て
行
っ
た
こ
の
調
査
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
企
業
が
こ
れ
ま
で
に
大
き
な
ピ
ン
チ
に
遭
遇
し
た
と

い
う
。
直
面
し
た
危
機
で
一
番
多
か
っ
た
回
答
は
「
戦

争
」
で
、
２
番
目
が
「
主
力
商
品
の
売
り
上
げ
激
減
」
で

あ
る
。
そ
し
て
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
出
来
事
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
最
も
多
い
回
答
は
「
業
態
の
変
化
」
で
、
次
に

多
か
っ
た
の
が
「
扱
い
商
品
の
変
更
」
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
老
舗
企
業
は
主
力
商
品
の
販
売

が
落
ち
込
ん
で
も
、
事
業
内
容
や
扱
い
商
品
を
変
更
し
て

新
た
な
ニ
ー
ズ
を
獲
得
し
て
き
た
様
子
が
窺
い
知
れ
る
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
の
は
、
負
債
１
０
０
０
万
円
未
満
の
倒
産
は
小
・
零
細

企
業
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
点
だ
。
資
金
余
力
が
乏
し
く
、

残
念
な
が
ら
些
細
な
出
来
事
で
立
ち
い
か
な
く
な
る
の
で

あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
き
、
コ
ロ
ナ
支
援
策
の
手
立
て
・
効

果
が
出
尽
く
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
業
績
回
復
が
遅
れ
、

事
業
継
続
を
断
念
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。

身
の
丈
経
営
に
つ
い
て
経
験
し
た

日
本
企
業
の
事
例

　

筆
者
が
身
の
丈
経
営
に
つ
い
て
実
際
に
経
験
し
た
事
例

が
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
紹
介
し
よ
う
。

　

日
頃
一
件
当
た
り
数
百
万
円
か
ら
数
千
万
円
規
模
の
売

り
上
げ
を
獲
て
い
る
企
業
に
、
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
た
。
そ
れ
は
、
数
十
億
円
規
模
の
工
事
を
成
約

で
き
る
見
込
み
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

最
初
、
経
営
陣
は
幸
運
と
考
え
、
飛
躍
の
機
会
と
捉
え

て
、
前
向
き
に
、
準
備
に
あ
れ
こ
れ
思
案
し
、
会
議
を
重

ね
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ

て
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
だ
と
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

人
材
は
不
足
気
味
で
、
そ
れ
な
り
の
規
模
の
管
理
体
制

な
ど
内
部
組
織
、
協
力
企
業
網
な
ど
も
一
朝
一
夕
に
は
構

築
で
き
な
い
。
失
敗
す
れ
ば
破
綻
し
て
し
ま
う
恐
れ
さ
え

あ
る
。

　

結
局
、
こ
の
企
業
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
断
念
し

た
。
こ
れ
が
身
の
丈
経
営
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

実
力
に
あ
っ
た
生
き
方
が
一
番

　
　
　
　

  

～
ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城　

　

筆
者
は
２
０
１
６
年
ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城

に
登
っ
て
き
た
。
ご
存
じ
の
と
お
り
ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
城
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
そ
び
え
る

文
　
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
・

　
　
　
ビ
ル
メ
ン
会
社
元
監
査
役
　
辰
巳
憲
一

読
者
投
稿

身
の
丈
経
営
に

つ
い
て
考
え
る
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シ
ン
デ
レ
ラ
城
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
と
い
う
ド
イ
ツ
南

部
に
あ
る
白
亜
で
麗
し
い
城
で
、
内
部
は
未
完
で
あ
る
が

世
界
３
大
名
城
の
１
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
登
っ
て
き

た
と
は
何
ご
と
か
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
以

下
で
説
明
す
る
と
お
り
、
事
実
で
あ
る
。

　

無
理
を
し
な
い
事
業
遂
行
や
事
業
拡
大
が
結
局
一
番
で

あ
る
と
い
う
諫
言
に
な
る
の
で
、
紹
介
し
て
み
よ
う
。

聞
く
と
見
る
と
で
は
大
違
い

　
　
　

  

～
ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
登
城

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
中
央
駅
前
か
ら
早
朝
出
発
の
パ
ッ
ク
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
行
く
の
が
便
利
だ
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

書
い
て
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
た
。
駅
前
で
ガ
イ
ド

か
ら
日
本
語
ツ
ア
ー
も
あ
る
と
言
わ
れ
た
が
、
気
取
り
で

は
な
く
自
然
に
、
英
語
ツ
ア
ー
を
希
望
し
た
。
参
加
者
は

様
々
で
、
ほ
と
ん
ど
は
ア
メ
リ
カ
人
だ
が
、
ポ
パ
イ
の
よ

う
な
筋
肉
ム
キ
ム
キ
体
格
の
若
者
か
ら
落
ち
着
い
た
中
年

夫
婦
ま
で
い
た
。

　

何
カ
所
か
観
光
地
に
立
ち
寄
っ
て
、
城
が
立
つ
小
山
の

麓
に
昼
前
到
着
し
た
。
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。
昼
食

後
注
意
点
が
簡
単
に
指
摘
さ
れ
た
。
さ
あ
徒
歩
で
登
り
出

し
て
直
ぐ
、
そ
の
注
意
点
の
場
所
に
到
着
し
て
、
ガ
イ
ド

が
提
案
し
た
。
「
道
は
２
手
に
分
か
れ
る
が
ど
ち
ら
に
し

ま
す
か
」。
ふ
つ
う
の
観
光
客
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ

れ
た
道
路
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

１
つ
の
選
択
肢
。
も
う
１
つ
は
砂
利
と
岩
の
急
勾
配
の
道

で
あ
る
。

　

そ
の
入
り
口
か
ら
見
上
げ
る
と
、
東
京
都
の
西
の
は
ず

れ
に
あ
る
高
尾
山
の
脇
道
ど
こ
ろ
で
は
な
い
急
勾
配
で
あ

る
。し
か
し
、こ
ち
ら
の
方
が
早
く
着
き
そ
う
に
見
え
た
。

若
く
、
屈
強
な
ア
メ
リ
カ
人
が
多
い
、
我
が
グ
ル
ー
プ
は

第
二
の
道
を
選
択
し
た
。
何
を
申
そ
う
、
私
も
迷
う
こ
と

な
く
賛
成
し
た
。

体
力
や
実
力
に
あ
っ
た
行
き
方
が
一
番

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
～
身
の
丈
経
営
の
勧
め

　

し
か
し
な
が
ら
、
登
り
出
し
て
し
ば
ら
く
し
て
、
次
々

に
抜
か
れ
て
私
は
最
後
尾
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
集
合
場
所
で
あ
る
城
の
門
の
前
に
は
定
め
ら
れ
た
時

刻
の
少
し
前
に
登
頂
で
き
た
が
、
私
は
ま
っ
た
く
疲
労
困

憊
し
た
。
加
齢
で
体
力
が
落
ち
て
い
る
の
は
承
知
の
上

だ
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
登
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
美
し
い
城
の
外
見
を
近
づ
い
て
ま
じ
ま
じ

と
見
て
み
た
い
と
い
う
当
初
の
希
望
は
大
き
く
打
ち
砕
か

れ
、
華
麗
な
内
部
（
少
し
暗
か
っ
た
が
）
も
直
に
見
て
堪

能
し
た
い
と
い
う
希
望
も
１
０
０
％
実
現
で
き
な
か
っ

た
。
ガ
イ
ド
か
ら
、
よ
く
遅
れ
ず
に
登
頂
し
た
と
褒
め
ら

れ
た
が
、
つ
ら
か
っ
た
し
残
念
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
大
き

な
失
敗
で
あ
っ
た
。

　

実
は
も
う
1
つ
失
敗
を
お
か
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
こ

れ
ほ
ど
体
力
を
つ
か
っ
て
し
ま
い
、
英
語
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

心
も
と
な
く
な
る
な
ら
、
日
本
語
コ
ー
ス
に
す
る
べ
き

だ
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
問
題
に
加
え
て
、

城
内
の
一
部
は
真
っ
暗
で
、
工
事
中
だ
が
資
材
と
機
具
は

な
い
と
い
う
不
思
議
な
状
況
だ
っ
た
点
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
中
で
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
い
て
も
、
こ
の
城
の
イ

メ
ー
ジ
を
損
な
わ
せ
て
し
ま
う
だ
け
で
、
筆
者
に
と
っ
て

は
大
変
残
念
な
出
来
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

重
要
な
追
記　

　

体
力
に
ま
っ
た
く
自
信
の
無
い
方
で
も
、
ノ
イ
シ
ュ

ヴ
ァ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
に
は
登
城
で
き
る
。
余
裕
を
持
っ

て
城
全
体
を
堪
能
す
る
に
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ

た
平
坦
な
道
路
（
添
付
の
写
真
を
見
て
下
さ
い
）
を
ゆ
っ

く
り
歩
け
ば
よ
い
。
料
金
を
支
払
っ
て
馬
車
、
あ
る
い
は

小
型
電
気
自
動
車
に
乗
っ
て
上
り
下
り
す
る
方
法
も
あ

る
。
こ
れ
が
身
の
丈
経
営
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

注）日曜日だったのでこの人出でである。中央遠くに、雲とかぶって、
　　ノイシュヴァンシュタイン城が小さく見える。2016 年９月筆者写す。

読 者 投 稿
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12
・
13	

ボ
ク
シ
ン
グ
バ
ン
タ
ム
級
の
井
上
尚

弥
選
手
が
４
団
体
統
一
王
者
に

12
・
14	

米
国
で
同
性
婚
の
権
利
保
護
法
が
成
立

12
・
15	

東
京
都
で
新
築
一
戸
建
て
住
宅
へ
の

太
陽
光
義
務
化
条
例
が
成
立

12
・
16	

防
衛
費
増
額
の
財
源
確
保
策
と
し
て

法
人
税
、
所
得
税
、
た
ば
こ
税
を
増

税
す
る
方
針
決
定

12
・
17	

N
T
T
ド
コ
モ
の
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
西
日
本
の
一
部
利
用
者
で
通
信
障
害

12
・
18	

都
の
臨
海
部
と
都
心
部
を
結
ぶ
都
道

「
環
状
2
号
線
」
全
線
開
通

12
・
19	

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
カ
タ
ー
ル
大
会
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
が
36
年
ぶ
り
3
度
目
の
優
勝

12
・
20	

長
期
金
利
の
上
限
を
０
・
５
％
に
引

き
上
げ

12
・
21	

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
米
国
を
訪

れ
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
会
談

12
・
22	

台
湾
北
沖
で
中
ロ
が
合
同
軍
事
演
習

12
・
23	

歳
出
総
額
1
1
4
兆
円
の
２
０
２
３

年
度
予
算
を
閣
議
決
定

12
・
24	

大
雪
の
影
響
で
日
本
海
側
は
大
停
電

や
交
通
障
害
発
生

12
・
25	

宮
崎
県
知
事
選
で
現
職
の
河
野
俊
嗣

氏
が
4
選

12
・
26	

特
定
秘
密
漏
え
い
で
初
の
摘
発

12
・
27	
秋
葉
賢
也
復
興
大
臣
が
辞
任

12
・
28	
韓
国
政
府
が
初
の
包
括
的
外
交
指
針

を
発
表

12
・
29	

米
国
が
中
国
か
ら
の
入
国
者
に
陰
性

証
明
求
め
る
方
針

12
・
30	

南
シ
ナ
海
で
中
国
海
軍
機
が
米
空
軍

偵
察
機
に
異
常
接
近

12
・
31	

山
形
県
鶴
岡
市
で
大
規
模
な
土
砂
崩
れ

1
・
1	

皇
居
で
「
新
年
祝
賀
の
儀
」
執
り
行

わ
れ
る

1
・
2	

新
年
一
般
参
賀
が
3
年
ぶ
り
に
実
施

1
・
3	

第
99
回
箱
根
駅
伝
で
駒
澤
大
学
が
2

年
ぶ
り
の
総
合
優
勝

1
・
4	

東
京
都
が
所
得
制
限
設
け
ず
18
歳
以

下
に
月
5
0
0
0
円
給
付
へ

1
・
5	

豊
洲
市
場
初
競
り
で
大
間
マ
グ
ロ
に

３
６
０
４
万
円

1
・
6	

東
京
消
防
庁
が
出
初
め
式　

関
東
大

震
災
か
ら
1
0
0
年

1
・
7	

渋
谷
駅
工
事
に
と
も
な
い
Ｊ
Ｒ
山
手

線
が
２
日
間
一
部
運
休

1
・
8	

中
国
か
ら
の
入
国
者
に
対
す
る
臨
時

的
な
水
際
対
策
の
強
化
開
始

1
・
9	

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
処
分
対

象
数
が
全
国
で
１
千
万
羽
超
え

1
・
10	

全
国
旅
行
支
援
が
再
開

1
・
11	

中
国
が
日
本
と
韓
国
に
短
期
ビ
ザ
の

発
給
を
停
止

1
・
12	

東
京
都
が
第
２
子
の
保
育
料
無
償
化
へ

1
・
13	

長
期
金
利
が
一
時
0
・
５
４
５
％　

日
銀
の
「
上
限
」
突
破

1
・
14	

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
始
ま
る　

51

万
人
が
出
願

1
・
15	

岸
田
首
相
が
欧
米
５
カ
国
歴
訪
を
終

え
帰
国

1
・
16	

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
新
薬
を
エ
ー
ザ

イ
が
厚
労
省
に
承
認
申
請

1
・
17	

中
国
の
人
口
が
61
年
ぶ
り
減
少

当協会メールマガジンに
登録しませんか？

　当協会では登録いただいた皆様にメールマガジンを配信しています。
　毎月の講習会更新情報、新規セミナーのご案内、その他協会事業等の最新情報をいち早くお届け
しています。
　講習会申込みご担当者様や協会事業に関心のある方は、以下のURLまたはQRコードから登録申込
フォームにアクセスの上、是非ご登録ください。

※メールマガジンは会員、
　一般問わずに、登録無料
　です。

登録申込はこちら

https://www.tokyo-bm.or.jp/contact/mail.html

講習会

更新情報
協会事業
最新情報
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前
回
（
10
月
号
）
で
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
人

口
が
集
中
し
た
大
江
戸
の
暮
ら
し
を
支
え
る
流
通
イ

ン
フ
ラ
は
、
海
上
や
河
川
、
水
路
を
様
々
な
船
が
行

き
交
う
水
運
で
し
た
。
江
戸
城
を
中
心
に
、
内
堀
・

外
堀
と
複
数
の
河
川
を
つ
な
ぐ
水
路
が
縦
横
に
張
り

巡
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
物
資
の
陸
揚
げ
地
で
あ
り
、

そ
れ
を
商
う
問
屋
の
蔵
が
立
ち
並
ん
だ
河か

し岸
は
、
70

箇
所
に
も
及
び
ま
し
た
。
荷
揚
げ
さ
れ
た
品
物
が
わ

か
る
よ
う
に
、
米
河
岸
、
塩
河
岸
、
材
木
河
岸
な

ど
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
到
着
し
た
物
資
は

船
で
水
路
を
通
り
、
江
戸
市
中
や
藩
邸
に
運
ば
れ

ま
し
た
。

　

日
本
各
地
か
ら
、
ま
た
江
戸
近
隣
の
地
か
ら
運

ば
れ
て
く
る
品
々
は
、
生
鮮
食
材
の
魚
や
野
菜
は
も

と
よ
り
、
米
、
雑
穀
、
酒
、
醤
油
、
味
噌
、
塩
。

灯
明
に
使
う
水
油
や
魚
油
、
木
綿
、
綿
、
燃
料
に

な
る
薪
や
炭
な
ど
。

　

船
は
種
類
も
多
く
、
流
通
経
済
が
活
発
化
す
る

と
、
い
わ
ゆ
る
千
石
船
（
そ
の
名
は
米
千
石
を
積
め

る
ほ
ど
大
型
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
）
と
い
わ
れ
た
日
用

品
を
運
ぶ
菱ひ

垣が
き

廻か
い

船せ
ん

、
酒
な
ど
が
入
っ
た
樽
を
積
み

込
ん
だ
樽た
る
か
い
せ
ん

廻
船
な
ど
の
大
型
船
。
小
型
船
は
河
岸

と
船
と
の
荷
運
び
に
使
う
伝て
ん

馬ま

船せ
ん

、
人
も
荷
も
運
ぶ

高た
か

瀬せ

船ぶ
ね
（
川
船
）
な
ど
。
ま
た
、
人
が
利
用
す
る

水
上
タ
ク
シ
ー
と
し
て
は
、
屋や

根ね

船ぶ
ね

や
猪ち
ょ

牙き

舟ぶ
ね

。

猪
牙
は
、
船
頭
と
乗
客
の
二
人
乗
り
の
小
舟
で
、
舳

先
が
猪
の
牙
の
よ
う
に
反
っ
て
い
る
の
が
そ
の
名
前
の

由
来
で
し
た
。
高
速
航
行
で
か
な
り
揺
れ
る
の
で
、

乗
り
こ
な
し
て
こ
そ
、
江
戸
っ
子
の
証
し
と
い
わ
れ
た

と
か
。　

　

次
回
は
、
水
の
利
用
と
管
理
、
大
江
戸
の
上
下

水
道
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

其の三

水
都
の
物
流
は
、舟
運
だっ
た
。

食
料
も
、
燃
料
も
、人
も
運
ぶ
。

大
江
戸
よ
も
や
ま
話
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ひ
ざ
ち
ゃ
ん
体
操
は
、
ひ
ざ
を
痛
め
に
く

い
動
作
を
生
活
の
中
で
意
識
す
る
こ
と
と
、

関
節
を
動
か
し
や
す
く
す
る
た
め
の
筋
ト
レ

や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
体
操
を
毎
日
少
し
ず
つ
続

け
る
こ
と
で
構
成
し
て
あ
り
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
４
つ
の
ス
ト
レ
ッ

チ
で
す
。
ど
の
ス
ト
レ
ッ
チ
も
、
「
あ
ー
伸

び
て
い
る
、
突
っ
張
っ
て
い
る
」
と
感
じ
る

く
ら
い
の
場
所
で
止
め
て
、
ゆ
っ
く
り
呼
吸

を
し
な
が
ら
20
秒
く
ら
い
キ
ー
プ
し
ま
す
。

す
る
と
血
流
が
良
く
な
り
、
そ
の
場
で
ひ
ざ

が
動
か
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
痛
み
が
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
体
が
硬
い
方
の
中
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
が
嫌

い
な
方
が
多
い
の
で
す
が
、
筋
肉
を
し
な
や

か
に
強
め
て
関
節
を
守
る
た
め
に
は
と
て
も

大
事
な
こ
と
で
す
の
で
、
工
夫
し
な
が
ら
行

い
ま
し
ょ
う
。

も
も
の
前
伸
ば
し

point
　どのストレッチも、立って、椅子に腰かけて、寝て、といろいろ
な体勢で行えます。
　1度に４つ行っても、バラバラに行ってもかまいません。慣れて
きたら、この動作をした後にこれをやると楽になる、という風に自
分のタイミングがわかるようになると継続しやすくなりますよ。

椅
子
の
背
も
た
れ
な
ど
に
つ
か
ま
っ
て

立
ち
ま
す

片
足
を
曲
げ
て
甲
を
持
っ
て
お
尻
に
引
き
寄

せ
ま
す
。
足
を
替
え
て
、
左
右
２
回
ず
つ

★
ひ
ざ
が
曲
が
り
に
く
い
方
は
、
椅
子
に
横

向
き
に
腰
か
け
て
ひ
ざ
を
曲
げ
ま
す

協力
（公財）健康・体力づくり事業財団

Let’s
try

ス
ト
レ
ッ
チ

ひ
ざ
ち
ゃ
ん
体
操 

５

明日のための
健 康 習 慣
Vol.15

協力
（公財）健康・体力づくり事業財団

監修

健康運動指導士
健康経営エキスパートアドバイザー
東海大学体育学部体育学科卒 
生活習慣病、介護、ロコモの予防改善を
中心に、講演や運動指導を行っている。
人生の最後まで、自分の足で歩くことを
目的とした「ケア･ ウォーキング ®」「ひ
ざちゃん体操」などを考案。

『黒田式　ケア・ウォーキング』合同出版

黒田恵美子先生

1
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も
も
の
後
ろ
と

ふ
く
ら
は
ぎ
伸
ば
し

も
も
の
内
側
伸
ば
し

お
尻
伸
ば
し

★
つ
ま
先
を
上
げ
れ
ば
ふ
く
ら
は
ぎ
に
、
甲
を

伸
ば
せ
ば
も
も
の
裏
や
ひ
ざ
裏
に
効
き
ま
す

椅
子
に
腰
か
け
て
片
足
を
前
に
出
し
ま
す

足
の
付
け
根
に
手
を
当
て
て
お
き
ま
す

椅
子
に
腰
か
け
て
両
足
を
広
げ
、
も
も
に

手
を
当
て
て
お
き
ま
す

椅
子
に
腰
か
け
て
、
右
足
を
曲
げ
て
胸
に
引

き
寄
せ
、
曲
げ
た
足
を
左
側
に
運
び
ま
す

股
関
節
か
ら
お
へ
そ
を
前
に
出
す
よ
う
に
し

て
前
傾
し
ま
す

手
は
足
の
付
け
根
か
、
も
も
の
上
に
置
き
ま

す
。
足
を
替
え
て
、
左
右
２
回
ず
つ

背
筋
を
伸
ば
し
て
前
傾
し
、
も
も
の
内
側
を

伸
ば
し
ま
す

右
足
を
両
手
で
抱
え
て
、
右
ひ
ざ
を
左
脇
の

方
に
引
き
寄
せ
ま
す

　本コーナーはビルメンテナンス業に関わる従事者や管理者に対し、労働災害防止のための労務管理を促進するため、不定期連載と
して掲載しております。日々のご自身の健康管理や自社従業員への健康啓発にご活用ください。

2

3

4
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●石井 泰幸 氏
　税理士

●江村 利明 氏
　弁護士

●金丸 大二 氏
　特定社会保険労務士
　就業規則、給与計算等

●北山 克己 氏
　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士
　ビル清掃、病院清掃など清掃全般

●坂 康夫 氏
　技術士
　経営工学・品質管理

●中辻 一裕 氏
　中小企業診断士
　POP広告、経営、
　マーケティング・コンサルティング

経営等に関するさまざまな相談を受け付けております。　TEL. 03（3805)7555 まで

■相談員のご紹介（五十音順）

文：相談員　建築物環境衛生管理技術者　北山　克己

な ん で も  相 談 コ ー ナ ー

　2022年11月に幕張メッセで開催された、各都道
府県の障がい者の技能を発表する場である「第42回
全国障害者技能競技大会」では、ビルクリーニング
競技の部で東京代表の選手が銀賞の栄誉に輝いた。
昨年の大会に続き２年連続の快挙である。これは、
指導者の方たちが障がい者の性格や、その障がいの
程度を理解し、その障がい者に対するきめ細やかな
指導体制によって構築された、愚直に日々のビルク
リーニングに必要な技術指導を適切に計画的に指導
された結果ではないだろうか。併せて、東京ビルメ
ンテナンス協会の障がい者等自立支援委員会におい
ても、事業計画の中に派遣選手の「強化指導計画」
を策定し、協会講師たちの派遣選手の強化に向けた
熱い指導が繰り広げられたことも一因として挙げら
れる。
　競技は、ビルクリーニング技能検定試験と同様に
標準時間というものが設定されている。設定された
標準時間の中で与えられた課題を適切に達成するこ
とが求められる。しかし、標準時間を気にするあま
り「速さ」を求める傾向があり、出来映えの品質に
成果として現れている。技術を伴わない「速さ」は、
作業成果に影響し、現場での作業では「お客様に提
供する清掃サービス」即ち「品質」の低下に繋がる
懸念がある。従って、障がい者の技術向上を図るに

は、常に障がい者に向き合い、その個性を十分に理
解した上で、一つ一つの資機材の適切な使用方法や
効率的な作業動線を繰り返し実施することが大切で
はないだろうか。「時間」を求めすぎると作業が雑
になりがちである。十分に注意して指導にしていく
ことが「お客様に喜んでいただける清掃サービス」
に繋がり、障がい者の自信にも繋がっていく。
　障がい者の皆様の技能が更に向上し、１人区とし
て作業を任せられるような人材が多く増えてくるこ
とで就職率への好影響へと繋がり、少子高齢化へ突
き進む「社会の希望の光」となることを期待したい。
　最後に、今年実施予定の「第21回東京障害者技能
競技大会」は、愛知県で開催予定の全国大会の予選
を兼ねていることもあり、例年以上の選手の参加が
予定されている。是非会員の皆様にも、障がい者の
雄姿をご覧いただき、障がい者の持っている技能を
堪能していただきたい。東京大会は、2023年２月18
日に小平市にある東京障害者職業能率開発校で開催
される。

第21回東京障害者技能競技大会の
詳細はこちら

https://www.jeed.go.jp/location/
shibu/tokyo/13_ks_abirin.html

障がい者の技能向上を
目指して
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詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

▲

製品情報募集（掲載料無料）

URLアップライト型　コンパクト自動床洗浄機

ecommended roducts
おすすめ
製      品
コーナー

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

コンパクトなボディサイズで、コードレス仕様のため、使う場所を選ばず、
どなたでも簡単に操作が可能です。
今まで自動床洗浄機を使用できなかったエリアでも使用可能となり、また、
小型ながら確かな洗浄力で、日勤の方や従業員の方でも、定期清掃の
代わりとして使用いただける製品です。
バッテリーは、長寿命の Li-ion バッテリーを採用、従来鉛バッテリーと
比較して、約 3倍の使用可能サイクル数でランニングコストを削減する
ことが可能です。
オプション品として、メラミンパッドやダイヤモンドパッドもラインナップ、
汚れの状況に応じパッドを変えることで、様々な箇所に幅広く使用すること
が可能です。

コンパクトなボディに詰め込んだ高性能
軽い取り回しに簡単操作、
確かな洗浄力

●オプション品パッド

製品の仕様

白パッド 赤パッド 緑パッド メラミン
パッド

ダイヤモンド
パッド

本体サイズ（L×W×H）520×450×1200mm
回転数　140rpm
タンク容量：2.2リットル（清水）／ 3.0リットル（汚水）
重量：21.3Kg　電源：36V リチウムイオンバッテリー
稼働時間：約 80 分　洗浄幅：44㎝

製品詳細は QR コード
よりご確認下さい。

Duel 244NX
シーバイエス株式会社　Tel 045-277-1934　https://cxs.co.jp
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2
2023

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 1 2 3 4

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期

に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急

遽
中
止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連

絡
致
し
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
申
込
方
法
に
つ
い
て

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
東
京
マ

ナ
ビ
ル
」
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
各

講
習
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
ご
利
用
に
は

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
で
す
。

講
習
会
受
講
に
関
す
る

注
意
事
項
に
つ
い
て

◉清掃作業
　従事者研修
　Bコース

◉空調設備の
　自動制御

◉トイレ清掃
　講習

◉現任警備員
　業務別教育
　(1 号 ) 講習
◉危険予知訓練
　（KYT)
　1日講習

◉現任警備員
　業務別教育
　(2 号 ) 講習

◉現任警備員
　業務別教育
　(1 号 ) 講習
◉ビルの
　電気設備
　( 中級編）

◉ポンプの実務
( 中級編）

◉再発防止コース

◉現任警備員
　業務別教育
　(1 号 ) 講習

◉現任警備員
　業務別教育
　(1 号 ) 講習

◉新任警備員教育

◉新任警備員教育

◉清掃作業従事者研修Aコース

◉高圧・特別高圧電気取扱者
安全衛生特別教育

※1月15日現在で開
催する予定の講習
会のみ掲載してお
ります。

4月分講習会
販売開始(HP)
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3
2023

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
26 27 28 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期

に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急

遽
中
止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連

絡
致
し
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
申
込
方
法
に
つ
い
て

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
東
京
マ

ナ
ビ
ル
」
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
各

講
習
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
ご
利
用
に
は

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
で
す
。

３
．
受
講
さ
れ
る
皆
様
へ
の
お
願

い 

●�

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●��

感
染
症
予
防
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

た
め
、会
場
に
マ
ス
ク
を
ご
持
参
、

ご
着
用
く
だ
さ
い
。

●��

会
場
で
は
、
手
洗
い
や
消
毒
液
を

使
用
す
る
な
ど
一
般
的
な
感
染
症

対
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　

な
お
、
体
調
不
良
、
発
熱
な
ど
の

症
状
が
あ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◉消防用設備の
　基礎知識

◉現任警備員
　基本教育講習

◉清掃作業
　従事者研修
　指導者講習
　（再講習）

◉ビル設備の
　基礎数学
　（電気・熱編）
◉清掃作業従事者
研修指導者講習

　（新規）

◉現任警備員
　基本教育講習

◉シーケンスの読み方と実習

◉現任警備員
　基本教育講習

◉現任警備員
　基本教育講習

◉新任警備員教育

◉新任警備員教育

◉新任警備員教育

5月分講習会
販売開始(HP)
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FROM

協
会
か
ら
の

ご
案
内
済
み
一
覧

MAIL

広報委員会　STAFF

■委員長

■委　員

吉　澤　　幸　夫

大 嶋　 直 樹
奥 出　 隆 之
里 見　 貴 弘
庄 司　 和 明
鈴 木　 英 司
中 嶋　 徹 治

広報　第600号

令和5年2月号

電　話　03-3805-7555（代）
ＦＡＸ　03-3805-7550

吉澤　幸夫

公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　
ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二
編集人：

委員五十音順

編
集
後
記

　

2
0
2
2
年
と
い
う
年
は
大
変
な
一
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　
「
ゴ
ル
フ
が
上
手
く
な
り
た
い
」
と
思
い
コ
ン
ペ
に

申
し
込
ん
だ
矢
先
の
4
月
10
日
朝
6
時
半
頃
、
ゴ
ル
フ

へ
向
か
う
途
中
の
赤
信
号
停
止
中
追
突
さ
れ
、
車
は
大

破
。
自
身
も
救
急
車
で
運
ば
れ
病
院
へ
。

　

幸
い
な
こ
と
に
身
体
は
多
少
の
痛
み
で
す
み
、
車
は

車
両
保
険
で
新
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
3
ヶ
月
の
静
養
で
そ
の
間
ゴ
ル
フ
、
そ
の

他
の
付
き
合
い
等
何
も
出
来
な
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

夏
が
過
ぎ
、
秋
に
は
ま
た
「
ゴ
ル
フ
を
す
る
ぞ
」
と
意

気
込
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
当
社
の
作
業
員
は
高
齢
者

が
多
い
の
も
あ
っ
て
、
10
月
に
入
り
2
名
、
11
月
に
1

名
と
立
て
続
け
に
体
調
不
良
や
作
業
リ
タ
イ
ア
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
為
の
対
応
は
自
分
と
社
員
で
行
い
事
な

き
を
得
ま
し
た
が
、
結
局
秋
も
ゴ
ル
フ
ど
こ
ろ
で
は
な

く
仕
事
に
追
わ
れ
る
日
々
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
、
2
0
2
1
年
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
、
主
に
飲
食
店
等
で
仕
様
変
更
や
実
施
回
数
を
減
ら

し
て
作
業
実
施
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
2
0
2
2
年
に

な
り
従
来
通
り
に
戻
り
、
売
上
も
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
新
し
い
仕
事
も
多
少
な
り
増
え
て
、
良
い
事
も
多

か
ら
ず
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

2
0
2
3
年
は
悪
い
こ
と
は
あ
ま
り
起
き
な
い
よ

う
に
願
い
、
良
い
一
年
を
過
ご
せ
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
ゴ
ル
フ
も
も
っ
と
上
手
く
な
る
様
努
力
し
て

い
く
思
い
で
す
。

　
　
　
　
　

株
式
会
社
ツ
カ
サ
美
装　
　

庄
司　

和
明

12
月
5
日

【 
協　

会 

】
 

・	
求
人
サ
イ
ト
「
東
京
ビ
ル
メ
ン
お
仕
事
さ
が
し
」
の

　

	

ご
案
内

 

・
「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
講
習
」
の
ご
案
内

 

・
「
テ
ロ
対
策
不
審
者
対
応
セ
ミ
ナ
ー
」
の
ご
案
内

 

・
「
ビ
ル
メ
ン
企
業
に
求
め
ら
れ
る
B
C
（
事
業
継
続
）

　
　

へ
の
取
り
組
み
セ
ミ
ナ
ー
」
の
ご
案
内

 

・	

広
報
誌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」

（
2
0
2
3
年
1
月
号
）

【 

そ
の
他
団
体
よ
り 

】

 

・
「
3
R
（ 

R
e
d
u
c
e
、
R
e
u
s
e
、

　

   

R
e
c
y
c
l
e 

）
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
の
ご
案
内　

　

 

（
公
財
）
東
京
都
環
境
公
社

 

・
「
求
職
者
情
報
（ 

施
設
警
備
科 

）
」
の
ご
案
内

　
　

都
立
城
南
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
大
田
校

 

・
「
求
職
者
情
報
（ 

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
管
理
科 

）
」
の

　
　

ご
案
内　
　
　
　

都
立
城
南
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー



35 2023.2  Network Tokyo今一度　この目　この手で　安全確認

社　　　名 協会登録代表者名 郵便番号 所　　　　　在　　　　　地 電話番号 FAX 番号

告　知　板 2023.2　Vol.600
（赤色の太字部分が変更になった箇所)（※1月6日までに協会へご連絡のあった変更情報になります。)

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会の

入会希望会社をご紹介ください

TEL.03（3805）7555
■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森、内山）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ＢＭ協会の会員となり、双方のサービスをご利用いただけます。
特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供

特典４：協会主催催事への参加による会員交流
特典５：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引

情報提供、人材育成、交流活動……会員特典あります。

（住所・電話・ＦＡＸ変更)

株式会社サイオー東京支店 橋本　一憲 150-0002 東京都渋谷区渋谷3-6-19 03-6433-5961 03-6433-5962

三田エンジニアリング
株式会社

千野　龍洋 108-0023 東京都港区芝浦3-14-6
バリュー芝浦ビル4F

03-6810-3650 03-6810-3651

（住所・TEL変更）

テルウェル東日本株式会社 谷　誠 135-0033 東京都江東区深川2-7-6
ネクストサイト深川ビル

03-3350-7121 03-5395-9061

（代表者名変更）

新栄不動産ビジネス
株式会社

新田　昂一 160-0022 東京都新宿区新宿6-24-16
新宿6丁目ビル

03-5287-1007 03-5287-1076

東京不動産管理株式会社 福井　弘人 130-0013 東京都墨田区太平4-1-3
オリナスタワー5F

03-5637-2550 03-3625-3428
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